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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、創造性・イノベーションを促進するための仕組みと要因を明らかにし、学習者間
のコミュニケーションと協調を支援するシステムを開発し、その有効性を検証することを目的
とした。研究成果として、創造性を高めるためには、多様性を重視し活用できる学習コミュニ
ティ形成が必要となることが明らかになった。他者のスキーマを可視化するシステムは、コミ
ュニティの多様性を活用し、自己の創造性を高めるために役立つことが示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to investigate factors for 
creativity and innovation promotion and to develop and evaluate a system to support 
learners’ communication and collaboration in a community based on the investigated 
factors. The research results indicate that it’s critical to form a learning community 
to respect members’ diversity and apply it to learning to promote their creativity. It’s 
also suggested that the developed system with a function of visualizing others’ learning 
scheme may be useful to increase learners’ creativity.     
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１. 研究開始当初の背景 
現 在 の 教 育 ニ ー ズ と し て 、

ISTE(International Society for Technology 
in Education)は、情報化社会における学習
者に必要なスキルを以下のように整理して
いる。学習スキル、クリティカルシンキング
と問題解決スキル、コミュニケーションと協
調スキル、創造性とイノベーション力

(Creativity & Innovation)である。創造力
とイノベーションスキルを習得させるには、
(a)既に獲得している知識を新しいアイディ
アや製品、工程に応用する、(b) 個人やグル
ープの表現の手段としてオリジナル作品を
創造する、(c) 複雑な仕組みや課題に挑戦す
るためにモデルやシミュレーションを利用
する、(d) トレンドや予測した可能性を見極
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める、ということが必要となる。 
ICT 活用教育が普及を機に自律学習（自己

調整学習）の研究が注目されている。創造
性・イノベーションを促進するためには、個
人の自律性とコミュニティにおける他者と
の有意味なインタラクションが必要になる。 
自律性とは、認知、個人のモチベーション、

目的制御行動が関係している(Pintrich, 
1995; Zimmerman & Paulsen, 1995; McKeachie, 
Pintrich, & Lin, 1985)。自律性の高い学習
者は、学習の過程のあらゆるステージで、計
画を立て、整理し、自己指導、自己モニター、
自己評価できる (Zimmerman, 1986)。また、
自律性とは、メタ認知的な、動機付けされた、
行動的な、学習への参与の度合で表わされる 
(Deci, Ryan, & Williams, 1996)。自律性は、
学習のオーナーシップを持ち提供されてい
る学習を自ら効率的かつ効果的に継続的に
実施するために必須である。そのため、自律
学習を促進する試みは、リメディアル教育や
ICT 活用教育で活用されはじめた。 
研究開始当初の背景として、社会で活躍す

るためには、新しいビジネスや製品開発など
を担うイノベーション人材の育成が急務と
なっていたが、漠然と創造性・イノベーショ
ンと言っても、前提条件が何で、どのような
状況でどのような活動をすることで促進で
きるかは明らかになっていないという課題
があった。また、学習者個人の自律性とその
個人の共同体であるコミュニティにおいて
創造性・イノベーションが起こるメカニズム
について調査する必要があった。 
 
２. 研究の目的 
本研究の目的は、創造性・イノベーション

を活性化する仕組みの開発と検証であった。
学習の習得と継続を目指した自律学習から
創造性・イノベーション顕現のために必要な
学習方略と顕現機会を予測する指標を含め
たモデルを作成し検証することを目指した。
具体的には、イノベーションを促進するため
に必要な(1)前提条件、(2)イノベーションの
起こりやすさの指標、(3)異文化間（学習者
間）でのコミュニケーションと協調支援方略
の開発を目的とした。当初の目的の詳細は以
下の通りである。 
(1)前提条件については、自律養成学習で

の到達目標を、新しいアイディアや製品を創
出するための前提条件として、メタ認知的な、
動機付けされた、行動的な、学習への参与の
度合で示す。イノベーションへのレディネス
の設定をする。 
(2) イノベーションの起こりやすさの指

標に関しては、複数の既習知識やスキルを可
視化するためのインベントリの開発を行い、
インベントリのデータから学術的・業務的・
社会的類似性および相違性をマッピングし、

個々の知識やスキルの距離を算出する。知識
やスキル間の距離と創造性・イノベーション
の起こりやすさ（顕現機会）について実証実
験を行い、そのデータをもとに顕現機会の予
測指標を開発する。 
(3) コミュニケーションと協調支援方略

の開発では、自律性に加え創造・イノベーシ
ョン顕現のために有効な方略を開発する。特
に、他の人材とのコミュニケーションにおい
て有効な協調を促進する支援について調査
し方略を整理する。整理された方略をもとに
コミュニケーションを支援するシステムを
開発する。 
 
３. 研究の方法 
研究目標を達成するために、本研究は次の

４項から構成された。(1)前提条件・レディ
ネスの策定、(2)イノベーションの顕現機会
の指標の開発、(3)コミュニケーション支援
方法の開発、(4)創造性・イノベーション顕
現の仕組み全体の有効性の検証である。(1)
前提条件・レディネスの策定では、コミュニ
ティを活性化するためには、メンバが協働す
る体制が必要（Tamaki & Goda, 2009）であ
り、そのための最低限のスキルを満たしてい
る必要がある。シャンク＆ジマーマン（2007）
の上達者と初歩者の自己調整学習スキルを
参考にし、レディネスを自己調整学習スキル
のレベルから測定するため質問項目を精選
した。具体的には、学習コミュニティにおい
て多く発言し自己評価による貢献度が高い
学習者と質問紙項目とを重回帰分析を用い
抽出した。また、並行して、各分野で成果を
収めているコミュニティの構成要因のコン
ピテンシについても調査した。(2)指標の開
発にあたり、当初、学術分野と職業分野の分
類と類似性から開発することを予定してい
た。しかし、学術分野や職業分野からだけで
はコミュニティの多様性が測定できないと
いう結論に至り、方略を変更した。学習者特
性に注目し、認知スタイルや学習スタイルな
どの組合せからコミュニティの多様性を測
定しようと試みた。こちらも実証実験の結果、
多様性に関する有意な結果が出なかった。研
究を進めるうちに、既存知識とスキルの距離
を測定するにはインベントリよりも、コミュ
ニティ構成員の行動から直接測定する方が
効率的であり、イノベーション顕現性を高め
るのではないかと考え、仮説を修正した。コ
ミュニティの多様性を可視化する方法とし
て、他者と自分の情報検索や思考過程の可視
化と共有が有効であるという仮説を立てた。
そこで、(2)と(3)支援法の開発とを合わせ、
コミュニティにおける多様性とインタラク
ションの質を促進するためのシステム設計、
開発を行った。 (4)創造性・イノベーション
顕現の仕組み全体の有効性の検証では、開発



 

 

したシステムを使い、実証検証を行った。デ
ータ収集には ISTE スタンダードの項目を基
に開発された質問紙を使用した。創造性・イ
ノベーション顕現の仕組みとして、学習コミ
ュニティの特徴を、Community of 
Inquiry(Garrison, 2011)のフレームワーク
をベースに調査・分析した。 
 
４. 研究成果 
本研究では、コミュニティにおける「創造

性・イノベーションの促進」を目指し実施し
た４項の研究・調査から以下のような成果を
あげた。 
(1)前提条件・レディネスの策定に関して

は、自己調整学習とコミュニティにおける学
習行動について整理した。また、創造性が高
くイノベーションを起こしているようなコ
ミュニティのメンバのベーシックコンピテ
ンシを提案すること（合田・松田,2010）が
できた。 
(2)イノベーションの顕現機会の指標の開

発については、コミュニティ構成員の多様性
とは何かについて調査を行い、一手段として、
認知スタイルを含む学習スタイルから学習
行動との違いを調査した (Goda, 2010) 。 
(3) コミュニケーション支援方法の開発

では、他者と自分のスキーマを掛け合わせた
協調学習支援システム(Cross-Breeding 
Diversity Support System)を設計し、開発
した(Goda, Yamada, Shimonishi, & Wakita, 
2011)。 
(4)創造性・イノベーション顕現の仕組み

全体の有効性の検証である。 
最終的に、開発した協調学習支援システム

に対し創造性・イノベーション顕現の有無か
ら、その有効性を検証した（合田, 2011）。 
本研究によって、創造性を高めるためには、

多様性を重視し活用できる学習コミュニテ
ィ形成が必要となることが明らかになった。
他者のスキーマを可視化するシステムは、コ
ミュニティの多様性を活用するために役立
つことが示唆された。これらの成果は、創造
性・イノベーションを促進する学習コミュニ
ティ形成研究において意義あるものと考え
られる。 
本研究の成果と意義を整理すると以下の

点に集約できる。 
（１）創造力・イノベーションに必要な前提
知識やスキルを設定する点 
（２）イノベーションの顕現機会を促進する
ためにコミュニティの多様性を協調学習に
活用し支援するシステムを開発した点 
（３）イノベーション促進のための支援法を
提案した点 
 成果の公表については、５．で示すとお

りである。研究遂行段階における発表を含め、
雑誌論文 3件、学会発表 6件(2 回の招待講演

を含む)、図書 3件を通じて成果の普及を行
ってきた。 
今後の展望として、コミュニティ内外のフ

ァシリテータの役割、多種なテクノロジーや
メディアによるコミュニケーション、インフ
ォーマルな学習を含むソーシャルラーニン
グも視野に入れて、学習コミュニティの創造
性を高め、イノベーションの顕現機会を促進
するための仕組みを明らかにしていきたい。 
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